
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

     

 

 

 

学校以外で，けがをして 

2 回以上通院した場合 

書類窓口：教頭 

       

 

登校 紅タイム 朝の会１校時 ２校時 ３校時 ４校時 給食 昼休み ５校時 ６校時 清掃 帰りの会   
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令和７年度 

白根御勅使中学校ホームページ  

 http:// www.midai.m-alps.ed.jp/ 

【小中一貫校 南アルプス市立白根御勅使中学校 基本ガイド】 
〒400－0214 南アルプス市百々1990-1  
TEL:055-285-0330 ＦＡＸ:055-285-0435 

 

 
 
 

 

 

◆臨床心理士の資格を持つ 

 SCが対応しています。 

 お悩みは，お気軽にご相談

ください。 

 

 窓口：生徒指導担当 
 

 

学校教育目標 
志を持ち 道を拓く生徒 

日課表 
 

【朝読書】 
8:25～8：35 
本の予約は 
職員室前ポスト 
クロームブックでも 
受付中 
 
相談窓口：学校司書 

 

 

服装，頭髪，名札など「御勅使中生」 
としての身だしなみを整えることを 
基本とします 
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スクールカウンセラー 
毎週水曜日 勤務 9:00

～ 
 

 

白根御勅使中の勤務時間は 8:15～16:45です。本校は、働き方改革を進め、ご家庭・地域のみなさまとともにより質の高い教育の推進に努めます。 留守番電話対応時間 土日祝日・授業日 18:00～7:30 

 
白根御勅使中は、警察署，児
童相談所等の各関係機関と連
携し、安全・安心な学校経営
を進めます。 

見舞金が支払われます 

 

◆非常変災時（台風接近・大雪

集中豪雨・大地震等）不審者 

 情報 

◆生徒の安全に関する内容で，

緊急性の高い情報等 

未然防止 早期発見 早期対応 

学校での学び 

■個別・協働学習の充実 
■わかりやすい授業の創造 

家庭での学び 
■学習用コンテンツの活用 
■オンラインで非常時にも学
ぶ機会を。 

 

生徒が学校にいて，震度 5 弱

以上の地震があった場合，「引

き取り」をお願いしています。 

生徒が自宅にいる時は， 

登校させないでください 

 

 

緊急を要すると判断した場合
保護者への連絡なしに救急車
を要請することがあります。 

白根御勅使中学校安心メール 

への加入をお願いしています 

連絡網は，作成しておりません ◆自己肯定感・自己有用感を育

て，高めます。 

◆傍観者をつくらない集団づく

りに努めます。 

◆いじめ対策委員会を設置し，

全職員で組織的に対応しま

す。 

◆保護者・地域・関係機関との

連携を密にします。 

◆登下校を含め，学校管理下

でのケガは 

「独立行政法人日本スポー

ツ振興センター」の対象とな

ります。 

 

教育課程の見直しと教員の意識改革を図ります 

 

 

◆クーロームブックを採用 

 Google（グーグル） 

◆プログラミングや情報モラ

ルに関する学習を行い，情

報活用能力を高めます。 

◆健康状態など，特別な事情

がある場合は，申し出てく

ださい。 

 

◆通学路，交通規則を守り，

安全に気を付ける。 

 

◆拾得物は，職員室前廊下の

棚に一定期間保管してい

ます。 

 職員室にいる教職員に申

し出てください。 

 

授業に必要のないものは 
持ってこない。 
携帯電話は禁止しています 

令和７年度生徒会スローガン 
 

「○○ ～○○○○○○～」 

◆授業で学習したことを中心

に，自分で用意した自主学

習ノートを活用して全校で

取り組んでいます。 

◆経験豊かな ALT が英語指導

に当たり，楽しく学ぶこと

ができます。 

◆豊かなコミュニケーション

能力を身につけます。 

◆グローバルな視野に立った

考え方を身につけます。 

◆ユネスコエコパークの地域

の学校として，自然体験活

動を行い，豊かな感性を育

てるとともに，ふるさとを

愛する心を育てます。 

 

◆小笠原流礼法の体験活動を

道徳教育に取り入れ，相手

への思いやりや自立の精神

を学びます。 

ちょく丸 


